



標としてきた. そのため, 音楽鑑賞教育では ｢静かに聞
く習慣を養う｣ ことが教科内容の一つとされてきた. 美
は必ず存在し, すべての人間はそれを享受できるはずだ
と考えられてきたのである. だが, 平成 23 年度小学校
学習指導要領で初めて ｢様々な音楽｣ を扱うことが明示






る. そこで本論文では, イギリスの社会学者 T. デノー
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音楽｣ に拡げられている (平成 23 年度小学校学習指導
要領で初めてこの表現が使用された3)). クラシック音
楽では ｢美｣ という価値観が重視されるが, 世界各国・
各地域の ｢様々な音楽｣ はそうではない. 共同体の紐帯
を強めることや, 信仰心を高めることを最重要視する音







と, 音楽を行為そのものと見なす ｢行為の立場｣ の二つ
があるとし [吉野 2013], この両者を融合させる理論モ
デルを提唱している. 吉野は, ｢認識の立場｣ には, ｢演
奏や即興といった音楽行為に感じられる音楽の生命的特
質｣ ｢生々しい現実感｣ が欠けていると批判し [吉野
2013：38], それを充足するために ｢行為の立場｣ を融
合させようとする.
だが, ｢行為の立場｣ にもある側面が欠けている. そ
れは, 行為主体が社会的な存在であるということと, 行
為によって生み出される音楽もまた社会的な側面を持つ
ということである. また, 吉野のモデル ｢認識を
前進させつつ, 主体は行為の真っ只中に置かれ, 〈いま〉
〈ここで〉 〈ともに〉 生きているというコトの在り方の




あると言えようが, 鑑賞領域の場合, その対象には ｢い
まここ｣ で行為される音楽以外の音楽も含まれる.
そこで本論文では, ｢様々な音楽｣ を対象とする現代




教的意義, 療法的意義, 社会的意義など), 音楽に携わ
る人々の心身の変化なども包含され得る.
この見方の基盤として本論文で着目するのがイギリス




H. ベッカー, P. ブルデュー, Ch. スモールの論考を
整理する (第 1 章). そのうえで, デノーラ独自の概念




1-1. H. ベッカーの ｢アートワールド｣
H. ベッカー (1928－) は, ネオ・シカゴ学派と呼ば
れるアメリカの社会学者であり5), ｢ラべリング理論｣
を呈した 1963 年の 『アウトサイダーズ』 で知られてい
る6). 自身もジャズピアニストであったベッカーは, 当
著の第 5 章と第 6 章をダンス・ミュージシャンについて
の記述に割き, ミュージシャンらが ｢スクウェア｣ (直
訳すれば堅物) な人々と自分たちとの間に線を引き, ス
クウェアではなく生きようとする様を描いている. 一方,
ここで取り上げる Art World は ｢芸術を生み出す協同
的なネットワークの複雑さを理解する｣ ことを目的とす
る [Becker 2008 (1983): 1], 芸術全般を対象とした包
括的な概念を提示する著書である.
端的に言えば, ベッカーの ｢アートワールド｣ 概念は,
ある作品は一人の天才ではなく, 印刷会社, 出版社, 批
評家, 司書, 読者といった組織や人々から成る ｢アート
ワールド｣ が生み出すという捉え方が基盤となっている
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学者であり美術批評家でもあった A. C. ダントや美学
者 G. ディッキーを援用しながら, 独自の理論に発展さ
せている7). そのうえで, ｢アートワールド｣ が ｢作品
を生み出し, その作品に芸術としての価値を与える｣ と
断じた [ibid：39].
ベッカーの功績は, ｢作品｣ から ｢人｣ へと視点を移
したことではないだろうか ｢アートワールドはモ
ノやイヴェントにではなく, アートワールドに携わる人々
にこそ存在する｣ [ibid：36]. ベッカーはまた, ｢アー
トワールド｣ の受け手にも言及し, オーディエンスは作
品との ｢相互行為｣ によって, 様々なコンテクストのな
かで新たな要素を見聞きすると述べている [Becker
ibid：64].






も, 自身の概念に比べて ｢アートワールド｣ は ｢一歩後







めないが, ブルデュー自身の ｢場｣ や ｢ハビトゥス｣
｢文化資本｣ といった捉え方を追えば上記の批判にも想
像が及ぶ. 次節では, ブルデュー自身の理論を概観する.
1-2. P. ブルデューの ｢ディスタンクシオン｣
ブルデュー (1930－2002) は 1964 年にすでに, 文学
部の学生を研究対象とした著書 『遺産相続者たち―学生
と文化』 (邦訳 1997 年) において, 後の 『ディスタンク
シオン―社会的判断力批判』 (1979 (1989・1990)) のも
ととなるアイディアに言及している. 文学部の学生を対
象とする理由は, 彼らが文化との関係を ｢典型的な仕方
で実現しているから｣ である [ブルデュー 1964 (1997)：
8]. より具体的に言えば, ｢最も恵まれた学生たちは……
知識やノウハウ, 嗜好や ｢良い趣味｣ をも受け継ぐ｣ た
め学校において確実な利益を得るのである [ibid：31].
また 1970 年の J. C. パスロンとの共著 『再生産―教育・














る｣ となろう. ブルデューの関心の根底には, 多くの学
者らの芸術へのアプローチに対する物足りなさがあった
と考えられる. ブルデューは, 批評家, 作家, 哲学者た
ちが, 芸術作品の体験を ｢理性による認識｣ には該当し
ないとすることで, ｢闘いもせずに, 知の敗北｣ を宣言
していると言う [ブルデュー 1995 (1992)：11]. また,
彼らが芸術作品の ｢超越性｣ を肯定すること [ibid：11],
社会学者が ｢相対主義におちいり｣, 芸術のあり方を捉
えきっていないことを批判している [ibid：10]. そこ












デュー 1995 (1992)：14]. そして, ハビトゥスは ｢ひ
とつの資本として機能しうる｣ [ibid：14].
ブルデューはその ｢資本｣ が機能する場として, 特に
芸術分野に注目する. 前述の 『遺産相続者たち』 でもそ
の副題が表すように ｢文化｣ に着目していたが, 『ディ
スタンクシオン』, 『芸術の規則』 (1992 年, 邦訳はⅠ巻
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る流動的な ｢場｣ である [ibid：16].







をえなくなる｣ とする見解であろう [ブルデュー 1964
(1997)：123]. 彼は, 学歴資本が家庭から相続される文
化資本にも影響を受けることを指摘したのである [ブル
デュー 1989 (1979・1982)：37]. また彼は, ｢音楽の趣
味ほど自分の属する ｢階級｣ があらわになり, それを通
して避けようもなくある階級に分類されてしまうものも












特定の ｢場｣ で生きることに着目し, 文化や芸術が ｢資








スモール (1927－2011) は, ニュージーランド出身で
ロンドンで教鞭をとった音楽教育者である. 主著に
Music, Society, Education (1976, Wesleyan Univer-
sity Press), Music of the Common Tongue: Survival
and Celebration in African American Music (1998,
Wesleyan University Press) がある. 前者は, タイト
ルの通り音楽, 社会, 教育について書かれたものである
が, 特に ｢第 8 章 消費者としての子どもたち｣ および









モール 2011 (1998)：24], コンサートを ｢儀礼｣ と捉



















すること｣ を探求し [ibid：344], ｢これが私たちの価
・・




る [ibid：344] (傍点筆者). 奏者だけではなく, 聴衆
も儀礼に能動的に参加し, 探求, 確認, 祝賀を行う存在
として儀礼の意味を協同的に作り出しているのである.
スモールの造語である ｢ミュージッキング｣ は, 現在
では日本でも ｢○○ミュージッキング｣ というように,
地名を冠したイヴェントに使用されるようになってい
る9). だが, スモールがいわんとしたのは, 音楽実践を
儀礼と見なすことで, ある音楽行為 (＝ミュージッキン
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グ) のもつ人間の関係性への欲求が浮かび上がるという









を解き放ったと述べている [DeNora 2011c (1995): 48].
ブルデューについても, ｢文化が社会的リアリティをめ
ぐる闘争を象徴し……誰が, どこで, いつ, どのように,
何の目的でといった事柄を決定づけかつ肯定するという
問題｣ を認識するためにブルデューを読むべきであると
述べていた [DeNora 2011b (1986): 28]. またスモール
については, 2006 年の論文 The Concert and Society に
｢ミュージッキング｣ を引用し全体的なアイディアを踏




















また, ブルデューも ｢文化資本｣ としての音楽につい
ては言及しているが, 音楽そのもの (音, リズム, 音質
など) についてはほとんど触れていない. ブルデュー自
身も, 音楽についての言説が形容詞や感嘆詞によってし








T. デノーラは, 1958 年生まれのイギリスの社会学者
であり, 現在はエクセター大学の社会学／哲学部で教鞭
をとっている. 専攻は音楽社会学であり, 主著に Music
in Everyday Life (2000, Cambridge University Press),
Music Asylums: Wellbeing Through Music in Every-
day Life (2013, Ashgate) がある. 前者はエスノメソ
ドロジーの手法やアフォーダンスおよびエージェンシー
といった概念を用い, 独自の視点から音楽の意義に迫る
ものであり, 後者は A. ゴフマンの Asylums: Essays
on the Social Situation of Mental Patients and
Other Inmates (1961, Anchor)12) に影響を受けて書か
れている.
本論文で取り上げるのは, 2003 年に出版された After
Adorno: Rethinking Music Sociology (Cambridge Uni-
versity Press) である. デノーラは学生の頃, 自身を
Th. W. アドルノの ｢もっとも熱心な信望者の一人｣ だ










しかし, 自身のキャリア 20 年目かつアドルノの生誕
百周年の今, 改めてアドルノを取り上げると彼女は述べ
る [ibid：xi-xii]. だが, そこには記念的な意味以上の
ものがある. アドルノは音楽社会学の父と呼ばれる. つ











女の ｢音楽社会学｣ ｢音楽の社会学｣ ｢社会音楽学／新音
楽学｣ の三者への言及を整理したい. まず取り上げるの
は, ｢音楽社会学｣ から ｢音楽の社会学｣ への移行につ
いてである.
｢音楽社会学｣ および ｢音楽の社会学｣ への批判
デノーラは, ｢音楽社会学 music sociology｣ から
｢音楽の社会学 sociology of music｣ への変化に, 音楽
と社会の関係についての興味深いニュアンスが含まれて
いると述べる [DeNora 2003：2-3]. 20 世紀になる頃,
社会学者や社会評論家たちが音楽のパワー力を論じなく
なり, その代わりに, 音楽は社会構造を ｢反映｣ する媒
体もしくは単に社会構造に並行する媒体と捉えるように
なった. それが ｢音楽の社会学｣ である. ｢音楽社会学｣











なったためである. デノーラはまた, ｢音楽学者は, 社
会学者が音楽そのもののことだけは考慮しないことにつ











のである [ibid：3]. だが, アドルノが現実の聴取者に
ついては探究せず, あくまでもモデル化した聴取の類型
を提示したことは ｢怠慢｣ であったとデノーラは指摘す
る [ibid：32-33]16). こうした ｢怠慢｣ は, 次に取り上






ノーラも socio-musical studies に言及する際には音楽
学を指している [ibid：40]. しかし, ｢社会音楽学｣ と
｢新音楽学｣ の厳密な区別は行われていないため, ここ
では同一内容を指すものとして扱う.







それは, 実際の社会的状況, 現実の時間, 現実の空間で,
音楽がどう作用するかということを描く方法論を持たな
いということである [ibid：39].






















の実践に ｢どのように｣ 組み込まれているのか 一
定の行為者が音楽をどのように使い, 音楽とどのように
関わるのか へと移行すること [ibid：40-41]. こ

















2000 年に出版された Music in Everyday Life に記され











を ｢きいてごらん, 美しい音楽じゃないか｣ と誘ったと

























イベートで) 戻って来なくちゃ！｣ とつぶやき, 協力者
は ｢このジャケット最高！｣ と叫んだ [ibid：109-110].
音楽は, 感情の種類にだけではなく, その度合いにも影
響を与えると言うのである [ibid：116]. また, デノー
ラは自分が一顧客の気持ちになった原因の一つに, その
小売店の内装やディスプレイと BGM の雰囲気の合致を





る. たとえば, エレーヌは目的 (父の回復, 父の死への
恐怖を紛らわせること) を持って, ある特定の楽曲 (ブ








高まり) を明らかにしている. 同時に, 音楽の効果が音






2-3. T. デノーラの 〈音楽イヴェント〉






たとえば, ルーシーの事例である [DeNora 2003：
62]. ルーシーは, あるとき聖歌隊の練習から自宅へ帰



























デノーラは, この事例では音楽が ｢作業スペース｣ を
提供していると述べる [ibid：63]17). ｢作業｣ する主体
はルーシーであり, 音楽がルーシーに自己像と父親像を
認識し直すという作業の場を与えた. そうした意味にお



































めのスキーム｣ として 〈音楽イヴェント〉 を提案する
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述べる [ibid：93]. A (行為者) は音楽と, A の望ま
しい感情の状態を知覚してイヴェントを行う. また 〈イ
ヴェント〉 には, 様々なモノや実践, 状態が含まれる
A がある特定の音楽をきくとき, 一日のなかのど
の時間に, どの場所で, どのように (ヘッドホンなのか
ステレオなのか), どのような行為によって (集中して
きく, 家事をしながらきく, など), どのような演出に
よって (キャンドルを灯す, 日光の下で, など) きくの
か.







ように ｢小難しいものではない｣ が [ibid：155], そう
した状況に風穴を開けるための必然なのである.
また, 3 つの時間軸の設定により 〈イヴェント〉 とい
う概念の意義がより明確になる. ｢真空状態｣ では ｢1.
イヴェント前：予備的状況｣ ｢3. イヴェント後：もたら

















ることができる. 第一点は, 〈音楽イヴェント〉 のパラ
ダイムでは, 現実に音楽が鳴り響く空間が想定されるこ
と. 第二点は, 音楽を, 行為者に何らかの意識化や言動,
主体性をもたらすものとして見なすことができるという






のかも知れない [ibid：35]. 彼は音楽を ｢行為｣ ｢儀礼｣
と捉えたという点では核心的であるものの, その行為モ
デルについての記述は理念的な存在のみであり, デノー








A に意味をもつすべての事柄慣習, 生い立ち, 日常に埋め込まれている実践
2. イヴェント中 Ａ：行為者 (たち) …誰が音楽と結びついているのか (分析者, 聴衆, リスナー, パフォーマー, 作曲家, プ
ログラマーなど)
Ｂ：音楽…どのような音楽が, どのような状態で A にきかれるのか










[表 1： 〈音楽イヴェント〉 のスキーム]
｢実際の社会的状況, 現実の時間, 現実の空間で, 音楽
がどう作用するか｣ という視点は, ｢巨大なキャンパス
に極太の筆｣ とは異なる示唆を持つ.

























｢1｣) を考慮することは不可能である. また, 教育が一
定の社会化を伴うことを前提とすれば, そうした個別の
状況をすべて配慮することに意義があるかどうかも疑問
となる. だが, 児童・生徒が, 何か (たとえば美) を一
方向的に感じ取る存在であると見なす捉え方は見直され
るべきではないだろうか.










第二点は, ｢様々な音楽｣ がいずれも, それに携わる
人々によって 〈イヴェント〉 として経験されているとい
うことである. クラシック音楽は, 芸術として自律した
存在であるとされ, 鑑賞つまり ｢きく｣ という行為の対




















まう [三井 2000：129]. 同様に, クラシック音楽の鑑
賞 (｢静かに聞く｣) をモデルとしてきた従来の音楽鑑賞
教育では, 音楽を自律したものと捉えるため, 音楽以外
の事柄 (たとえば ｢のる｣ ことの重要性) が削ぎ落とさ
れるのである.
だが, 現行の学習指導要領で示されるように ｢様々な







おいて, デノーラのスキームは, ある音楽が, それぞれ
の状況でそれぞれの立場の人々に様々に経験されている
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界に論争を巻き起こしたディッキーの制度論を加え ｢単なる
洗剤の箱が芸術になるのはそのコンテクストがそうなる意味
を与えるからだ｣ と論じてもいる [Becker 2008 (1983): 148-
49].
8 ) 日本では, 小泉恭子の論文 ｢文化的再生産と音楽教育―ブ
ルデュー理論の検討をとおして｣ などがあげられる.




10) 2007 年の別の論文 Health and Music in Everyday Life: a
Theory of Practice でも, ミュージッキングは引用されてい
るが, そこでは冒頭で ｢｢音楽的行為｣ をスモールは ｢ミュー
ジッキング｣ と呼んだ｣ と触れられている. また, 2011 年
の "Postlude: Two or More Forms of Music"にも, ｢Music-
king as "Silent" Practice｣ という小見出しが設けられてい
る.
11) たとえばスモールは, ｢第 8 章 ハーモニー, 天国のよう
なハーモニー｣ で《トリスタンとイゾルデ》(R. ワーグナー
作曲, 1865 年) のプレリュードが, 性愛の欲望を隠喩的に
表すことなどの解釈を提示している [スモール 2011 (1998)：
238-39].
12) 邦訳は 『アサイラム 施設被収容者の日常世界』 (1984
年, 石黒毅訳, 誠信書房).
13) 特に, 『音楽社会学序説』 (1999 年, 高辻知義・渡辺健訳,
平凡社ライブラリー), 『啓蒙の弁証法―哲学的断想』 (M.ホ
ルクハイマーとの共著, 2007 年, 徳永恂訳, 岩波文庫) な
ど.
14) デノーラは ｢音楽社会学｣ については 1986 年にすでに
"Structure, Chaos and Emancipation: Adorno's Philoso-
phy of Modern Music and the Post-war Avant Garde" を
記しており, そこでは ｢音楽をテキストとして読むというこ
とを基盤とする捉え方とは別の捉え方があるということ｣ に
ついて考察している [DeNora2011 (1986): xiii].
15) 邦訳は 1967 年 (安藤英治・池宮英才・角倉一朗訳, 創文
社).
16) アドルノは 『音楽社会学序説』 で, ｢エキスパート｣ ｢良き
聴取者｣ ｢教養消費者｣ ｢情緒的聴取者｣ ｢復讐型聴取者｣ ｢音
楽を娯楽としてしか聴かない者｣ ｢無関心な者, 非音楽的な
者, 音楽嫌いな者｣ という分類を提示している.
17) この捉え方は 1986 年の"How Is Extra-musical Meaning
Possible? Music as a Place and Space for 'Work'" により詳
しい. デノーラはこの論文で, 音楽を ｢作業 work｣ の空間
と場を生み出すものと捉える試みを行っている.
18) しかしデノーラは成果や結果に固執するわけではない (そ
のため本論文では ｢もたらすもの｣ と表記している). その
ことは, 後に医療における成果主義的なスタンダードが音楽
療法に応用可能であるかを問う論文 Evidence and Effective-
ness in Music Tharapy: Problems, Power, Possibilities
and Performances in Health Contexts に明確に表明されて
いる [Denora 2011g (2007)]
19) 文部科学省ホームページ
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/syo/
on.htm より (2014 年 11 月 15 日アクセス).
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